
町民会議 農業活性化チーム

目指せ！エラブの「食の循環」



沖永良部島のばれいしょ

令和６年度JA知名出荷量 ４,000t

選果において廃棄となる量 50〜80t

フレコン1袋当たり2,000円として、
埋め立て処理を依頼している。



脱炭素先行地域が目指す沖永良部島のあり方



発酵によるエネルギー転用の仕組み

GEP

メタンガスが発生・燃やす

発酵タンク
（25℃以上）

と畜場から仕入れた
牛のルーメン胃液

メタン菌

廃棄ばれいしょや
生ゴミなどの有機物

液肥が発生

ガストラックの
エネルギーへ転用



食の循環ロードマップ

農家

廃棄ばれいしょ

GEP

メタンガス

発酵タンク

ガストラック

液肥野菜類

集荷

回収

配達

・各ゴミステ
・飲食店
・下水汚泥

生ゴミ



まずは小さな循環から

ホームかがやきにおける
施設内での生ゴミの資源循環の仕組み

予算

・奄振事業
・民間企業の協賛
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